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 １年生が大切に育てているアサガオがすくすくと蔓を伸ばし、蕾をつけは

じめようとしています。もう少しで花を咲かせそうです。今年は、例年より

梅雨入りが遅くなっていますが、着実に夏は近づいてきています。 

 今年は、水泳の学習の充実を図るために、例年より１週間早くプール開き

を行いました。また、今年度は、PTA役員の皆さんが中心となり、７月中旬

に水難防止教室を行う予定です。毎年、海や川などで命を失う痛ましいニュ

ースが耳に入ってきます。そのようなことが起きないために、自分の身を自

分で守るための知識を体験を通して学んでいきます。当日は、着衣泳も行う予定です。 

 ６月２１日に「夏至」を迎えました。この日は、１年で、昼間が最も長く、夜が最も短い日。冬至と比べ

ると、昼間の時間差は４時間以上もあるそうです。暦の上では夏季の真ん中になりますが、本格的な暑さの

ピークは１カ月先になります。今後は、熱中症の心配がありますので、こまめな水分補給と休憩、エアコン

による温度調整をしっかり行って教育活動を進めてまいります。 

 

 

 

 

６月１２日（水） 午後２時より、４・５・６年生を対象に、ぎふ MIRAI’ｓチャンネルの視聴を行いま

した。２０１１年６月 東日本大震災で大きな被害を受けた福島県飯館村で生まれた「じゃがいも」。その

後、NPO 法人日本動物介護センターに引き取られ、「災害救助犬」として訓練してきた「じゃがいも」。な

んと、１１回目の挑戦で認定試験に合格しました。合格率２割の難関の試験です。子どもたちは、山口さん

のお話や上村さんの訓練の様子を視聴しながら、タブレット

端末にメモをとったり、感想をかきこんだりしていきました。

今回の視聴から、「命」の大切さやあきらめずに挑戦すること

の大切さを教えていただきました。 

最後に、山口さんより、夢の実現のためには、「実現するた

めの努力をすること。」「じゃがいものように最後まであきら

めない心」が大切であることを教えていただきました。 

本校は、「夢を語り合い、夢あふれる木田小学校」を目指し

ています。自分の夢の実現に向けて、「じゃがいも」のように

何度も失敗してもあきらめずに頑張り続けてほしいと思いま

す。 

 

本校のホームページ 

URL：https://gifu-city.schoolcms.net/kida-e/   QRコード 

 

 

木田小だより 

あきらめない心 災害救助犬「じゃがいも」～ぎふ MIRAI’s チャンネルより～ 

季節は音もなくゆっくりと・・・ 

https://gifu-city.schoolcms.net/kida-e/


◇ ８月の主な行事予定 

２日（金）～１８日（日）：学校閉庁期間 
           学校日直が不在です。 
１７日（土）：木田ふれあい夏祭り 
１８日（日）：木田ふれあい夏祭り（予備日） 
１９日（月）：ここタン入力日 
２６日（月）：ここタン入力日 
２９日（木）：夏休み明け全校集会 給食あり 

◇ ９月の主な行事予定 

  ２日（月）：命を守る訓練 宝物展 
  ３日（火）：いじめを見逃さない日 宝物展 
  ４日（水）：委員会の日 
        心のアンケート配付 
 １１日（水）：心のアンケート〆切 クラブの日 
 １７日（火）：児童集会 
 １８日（水）：委員会の日 
 １９日（木）：結団式 
 ２５日（水）：心の劇場（６年） 
 ２６日（木）：木田ふれあい運動会係会 
 

◇ ７月の主な行事予定 
 

３日（水）：いじめについて考える日 

      クラブの日 

４日（木）：教職員の研究会の日 

短縮４時間授業（給食あり） 

 ５日（金）：加藤丈太郎さんに感謝を伝える会 

８日（月）：地区別子ども会 

９日（火）～１１日（木）：個人懇談会 

      短縮４時間授業（給食あり） 

１０日（水）：柏木陽介さん講演会 

      「子どもたちに夢を」 

１２日（金）～１８日（木） 

：掃除ぴかぴかキャンペーン 

１６日（火）：個人懇談会 短縮５時間授業 

１７日（水）：ぎふMIRAI’sチャンネル（１～３年） 
１９日（金）：夏休み前全校集会、大掃除の日 
       給食あり 
２０日（土）：夏休み開始～８月２８日まで 
２９日（月）：ここタン入力日 

 

 

 

６月１３日（木） 岐阜市社会福祉協議会・社会福祉協議会木田支部より、講師の皆様をお招きして福祉

体験が行われました。 

高齢者疑似体験では、両手・両足に重りを装着し、肘や膝にサポーターをつけて、加齢による筋力の衰え

や動きにくさを体験しました。また、手袋を付けた手指感覚の低下や、ゴーグルをつけた視力の低下と視野

の狭さを体験しました。実際に、ペットボトルの蓋の着脱、新聞を読むこと、財布から決められたお金を出

すこと、箸を使った豆つかみを行ってみました。普段は簡単にできる動きも思うようにはいきません。児童

の感想から、「体がとても重くて大変だった。」「手に力が入らず、蓋を開けるのが大変だった。」という感想

が聞かれ、高齢者になったときの筋力の低下や動きにくさを感じることができました。今まで、何気なく送

っている日常生活が、高齢者の方にとってみれば大変なことがあることを知ることができました。 

後半は、車いす体験です。はじめて車いすに触れた児童も多く、車いすの扱い方に苦慮しながら、段差や

障害物を避ける体験を行いました。実際に車いすに乗ってみると思うように左右に操作しづらかったり、一

人では段差を超えられなかったりするなど、移動の難しさを実感しました。また、段差を超えるときには介

助が必要となります。介助役の体験では、車いすの前方を上げなが

ら段差を乗り越えることがむつかしく、日常生活の中での車いすの

活用は、困難な場面があることを実感しました。実際に車いすに触

れて、「思ったように動かせなくて、大変。」「段差を乗り越えるとき

は、とても怖かった。」等の感想も聞かれました。 

高齢者疑似体験や車いす体験を通して、高齢者や障がいのある方

のおかれている状況を知ることができました。今後、誰に対しても

優しい社会になることを願い、日常生活でどのようなことに気を付

けるとよいかを考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７・８・９月の行事予定 

 

 

 

※ 予定が変更となる場合があります。その都度、お知らせします。 

４年福祉体験（高齢者疑似体験・車いす体験） 


